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ヒューマンウェアコンパニオン
3.3.5
ユーザーガイド
有限会社エクストラ
ヒューマンウェアコンパニオンは、DAISYプレイヤー「VRストリーム」や「クラスメイト」と共に使用できるWindowsプログラムで、DAISY図書、音楽データ、ポッドキャスト、音声メモ、テキストメモ、そしてテキストファイルを管理することができます。図書や音楽データ、ポッドキャスト、テキストファイルをヒューマンウェアコンパニオンを使用してDAISYプレイヤーVRストリームのSDカードにコピーすることができます。また、ヒューマンウェアコンパニオンでこれらのファイルをSDカードから消去することも可能です。
さらに、ヒューマンウェアコンパニオンには音声メモをWAV形式に変換したりクラスメイトのテキストメモをバックアップする機能、SDカードから音声メモを削除したり、パソコンからWAVEファイルを削除する機能もあります。
パソコンから図書をコピーしたり音声メモを変換したり、またテキストメモをパソコンにエクスポートするには、VRストリームやクラスメイトをパソコンに接続するかまたはVRストリームやクラスメイトのSDカードをパソコンに読み込ませる必要があります。
1.  ヒューマンウェアコンパニオンのインストール
1. コンピュータのCDドライブにVRストリーム、またはクラスメイト付属のCD-ROMを挿入します。
2. CD-ROMのフォルダを開いてファイルを表示します。［HumanWareCompanion］の中の［HumanWareCompanion-DA_DE_EN_FR_JA_NL_NO_SV-3_3_5.exe］というファイルを開きます。
3. 「HumanWare Companion InstallShield Wizard」という画面が表示されますので「設定言語の選択」で［日本語］を選択し、［次へ］ボタンまたはEnterキーを押します。
4. 「HumanWare CompanionのInstallShield Wizardへようこそ」と表示されますので、［次へ］ボタンまたはEnterキーを押します。
5. 「使用許諾契約」の画面で［使用許諾契約の全条項に同意します］のラジオボタンを選択し、［次へ］ボタンまたはEnterキーを押します。
6. 「セットアップタイプ」の画面で［完全］か［カスタム］のラジオボタンを選択し、［次へ］ボタンまたはEnterキーを押します。
7. 「プログラムのインストール準備完了」という画面が表示されますので、［インストール］ボタンを押してインストールを開始します。
8. 「InstallShield Wizardの完了」という画面が表示されますので、［完了］ボタンまたはEnterキーを押します。
2.  ヒューマンウェアコンパニオンの起動
1. VRストリーム、またはクラスメイトの電源を切った状態でSDカードをカードスロットに挿入します。
2. 付属の長いUSBケーブルでVRストリーム、またはクラスメイトのミニUSBポートとコンピュータのUSBポートを接続します。
3. VRストリーム、またはクラスメイトの電源を入れます。WindowsがVRストリーム、またはクラスメイトに挿入されているSDカードをUSBドライブとして認識します。
4. Windowsの［スタート］メニューまたはデスクトップのアイコンから［ヒューマンウェアコンパニオン］を選択し起動します。
※SDカードリーダーを使用することもできます。
注：ヒューマンウェアコンパニオンは、VRストリーム、クラスメイト共通のプログラムです。まず、［ツール］メニューの［オプション］の［デバイスの変更］からVRストリームを使用している場合は［Stream］、クラスメイトを使用している場合は、［ClassMate］を選択してください。
3. コンパニオンのメインウインドウ
コンパニオンには［ファイル］［転送］［変換］［ツール］［ヘルプ］の5つのプルダウンメニューがあります。
［ファイル］メニューの中には［更新］と［終了］の2つのメニューがあります。
［転送］では図書やファイルをVRストリームやクラスメイトの本棚に転送することができます。また、クラスメイトをお使いの場合はテキストメモの転送も可能です。
［変換］メニューでVRストリームでは録音メモと声のしおりを3GP形式からWAV形式へ変換できます。クラスメイトでは音声メモを3GP形式からWAV形式へ変換できます。
［ツール］メニュー内のオプションでは言語選択の他、使用デバイスの選択（ストリームかクラスメイト）をします。また、SDカードにラベルを付けたり、SDカードの内容をバックアップ保存したり、復元したりするためのメニューも用意されています。［ツール］の中には他に認証ファイル(KXO)の転送メニューがあります。KXOは保護された図書コンテンツをストリームで再生するために必要なファイルで、それぞれの保護された図書の出版元が発行するものです。このKXOをSDカードに送るための機能です。なおこの保護コンテンツは米国等で採用されているもので国内の図書には該当するものはありません。
［ヘルプ］メニューからはこのユーザーガイドを開いたりヒューマンウェアコンパニオンのバージョン情報を見ることができます。また、ヒューマンウェアコンパニオンとストリームの最新アップデイトもヘルプメニューの中にあります。
コンパニオンの［転送］［変換］ウィンドウは上下2つに分かれています。上の部分にはコンピュータ内の選択されたコンテンツの内容が、下の部分にはSDカードのコンテンツ内容がそれぞれ表示されます。
また、この2つの表示部分はそれぞれさらに3列に分かれています。
1列目にはコンテンツの名前、2列目にはコンテンツのステータス、3列目にはコンテンツのサイズがそれぞれ表示されます。［コンピュータ上の場所］ボックス、［参照］ボタンを使用することでコンピュータ内のどこに目的のコンテンツがあるかを見つけることができます。
コンテンツとは図書、フォルダ、ファイルを総称した言葉で、転送するデータの種類によってもコンテンツが何であるかは変わります。例えば、DAISY図書転送ウィンドウではコンテンツはDAISYやNISOの図書ファイルを指しています。また、ミュージック転送ウィンドウではコンテンツが指しているのはアルバムや曲のフォルダ名やファイル名となります。
SDカード表示部分の下には［カード選択］ボックスが表示されており、使用したいSDカードを選択するのに使用します。
4. コンパニオンを使用する
ウィンドウ内の項目間を移動するにはTabキーを、メニューバーにアクセスするにはAltキーを使用します。メニューバー内で左右に移動するには左右矢印キーを使用し、上下矢印キーでメニュー項目にアクセスすることができます。また、各メニュー項目にはショートカットキーが割り振られており、メニュー名の横にそれぞれのショートカットが表示されています。
コンピュータ内のコンテンツは通常のツリービューの形で表示されます。上下矢印キーでコンテンツ内を移動し、フォルダのところで右矢印キーを押すとフォルダを開くことができます。開いたフォルダ内のファイルは上下矢印キーで確認できます。左矢印キーを押すと現在のフォルダを閉じることができます。
転送する対象としてフォルダを選択すると、自動的にそのフォルダに含まれるファイルは全て選択されます。フォルダ内の一部のファイルだけを転送するには、それらのファイルだけを選択します。
ウィンドウの下部にはステータスバーが表示されています。ここには現在のSDカード空き容量と転送後もしくは削除後の空き容量が表示されます。
5. コンピュータからVRストリームやクラスメイトにファイルを転送する
1. コンピュータからVRストリームやクラスメイトに対応形式のファイルを転送するには、 ［転送］メニューからを転送したいデータの本棚を選択します。
注: テキストメモの転送は、クラスメイトでのみ可能です。
2. コンピュータ内の転送したいコンテンツが置かれている場所を指定します。現在の場所が［コンピュータ上の場所］ボックスに示されています。違う場所のファイルを捜すときには［参照］ボタンを使用します。
CDに保存されたコンテンツを転送する場合には、CDドライブにカーソルを合わせます。フォーカスのあるサブフォルダも含めた全てのコンテンツがコンピュータのコンテンツ部分に表示されます。
3. 上下左右の矢印キーでフォーカス位置を変更し、コンテンツを選択します。あるコンテンツにフォーカスがある状態でスペースキーを押すと、そのコンテンツが選択された状態になり、ステータスを表示している2列目の内容が「選択されていません。」から「転送選択」へと変わります。また、ステータスバーの転送後SDカード空き容量の数字も転送しようとするコンテンツのサイズに応じて変化します。
4. 選択したコンテンツをVRストリームやクラスメイトのSDカードにコピーするには［選択項目を転送/削除］ボタンを押すか、対象のコンテンツ上でエンターキーを押します。［選択項目を転送/削除］ボタンがデフォルトで選択されているため、エンターキーを押すだけでもこの機能が実行されます。
5. 進捗状況ウィンドウには転送に必要な推定の時間が表示されます。転送が行われている間はビープ音が作業中であることを知らせます。このビープ音は［ツール］メニューの［オプション］でオフに設定することもできます。
6. 転送が完了すると、転送が成功したと表示され、転送したコンテンツがSDカードのコンテンツ表示部分に表示されます。
注：　転送しようとしているファイルが既にSDカードの中にある場合には、それを置き換えるかどうかの確認メッセージが出ます。ファイルは適切な本棚内に元のフォルダと同じ名前のサブフォルダが作られて、その中に転送されます。
録音図書転送中にZipファイルを含めるボックスを確認することができます。ここでは録音図書やその他の図書いずれのウィンドウでも圧縮されたた図書データを表示させ、転送することができます。
DOC形式のファイルは、コンピュータからVRストリームやクラスメイトに転送される際にhtmlかtxt形式に変換されます。どちらに変換されるかはそのDOCファイル作成時のMicrosoft Officeのバージョンに寄りますOffice2003とそれ以降のバージョンで作成されたものはhtml形式に、その他のバージョンで作成されたものはtxt形式に変換されます。
6.   SDカードからコンテンツを削除する
1. ［転送］メニューからを転送したいデータの本棚を選択します。SDカードのコンテンツ表示部に選択した本棚のSDカード内のコンテンツが表示されます。
2. マウス操作、もしくはスペースキーを押すことでSDカード内のコンテンツを選択します。2列目の［ステータス］が「選択されていません。」から「削除選択」へと変わります。また、ステータスバーの削除後空き容量の数字も削除しようとするコンテンツのサイズに応じて変化します。
3. SDカードから選択したコンテンツを削除するには、［選択項目を転送/削除］ボタンを押すか、対象のコンテンツ上でエンターキーを押します。［選択項目を転送/削除］ボタンがデフォルトで選択されているため、エンターキーを押すだけでもこの機能が実行されます。
4. 情報ウィンドウが表示され、削除の確認メッセージが現れます。作業が終了するとコンテンツ削除に成功したと表示されます。
7. コンテンツをアルファベット順または場所ごとに並びかえる
ツールメニューの［オプション］の［並び替え」で、転送ウィンドウ内のコンテンツをアルファベット順もしくは場所ごとに表示するよう選択することができます。
［アルファベット順］を選択すると、図書のタイトル、フォルダ名やファイル名はアルファベット順に並べられます。［場所］を選択すると、図書のタイトル、フォルダ名やファイル名は場所ごとに分けて表示され、それぞれの場所内ではアルファベット順に並べられます。
8.  図書の情報
［転送］メニューの［DAISY図書　コンピュータ上］の中のデータリストでは、データ名を右クリックするか、キーボードでAltキー＋Enterキーを押すと、DAISY図書の本の場所、総時間、ページ数、レベル数、日付、日付制作者など、図書やファイルの詳細情報を確認できます。
注: 図書データによってはこれらの情報が用意されていない場合もあります。
9. 録音メモや声のしおりをWAVに変換
VRストリームの録音メモと声のしおり、クラスメイトの音声メモは、データ形式を3GPからWAVへ変換することができます。
1.  ［変換］メニューへから ［録音メモを変換］または［声のしおりを変換］を選択します。
クラスメイトの音声メモを変換する場合は、［録音メモを変換］を選択します。
2. SDカードのコンテンツのところに表示されるデータから、キーボードの上下矢印キーを使用してSDカード内のメモやしおりを確認することができます。［再生］ボタンを押すとメモやブックマークを再生します。再生を停止するには［停止］ボタンを押します。
3. メモやブックマークを変換、もしくは削除するには、メモやブックマーク上でスペースキーを押して選択します。名前の左のチェックボックスにチェックが入り、2列目の［ステータス］が「選択されていません。」から「選択されました。」へと変わります。
4. ［録音メモ　コンピュータ上］または ［声のしおり　コンピュータ上］の［参照］ボタンを押して変換した音声メモやブックマークをコンピュータのどこに保存するのかを設定します。
5. 選択後に［変換］ボタンを押すと、SDカード内のメモやブックマークがWAV形式に変換され、コンピュータに保存されます。
6. 「処理は正常に行われました。」という画面が表示されますので、［OK］ボタンを押します。
7. データがWAV形式に変換され、Windows Media Playerなどで再生できるようになります。
10. テキストメモのバックアップを作成する(クラスメイトのみ)
クラスメイトがコンピュータに接続されていない状態で、以下の手順でテキストメモのファイルのエクスポート用のファイルを作成します。
1. テキストメモがついた本を開きます。
2. 学習ツールボタンを押します。
3. マーキング検索を選択します。
4. エクスポートを選択します。エクスポートの画面が表示されます。
5. エクスポートボタンを押します。
テキストメモは、XMLファイルとしてSDカードの＄VRExportフォルダーに保存されます。このとき、SDカードがロックされていないことを確認してください。
このファイルをコンピュータにバックアップするには、以下の手順を実行します。
1. コンピュータにクラスメイトを接続し、クラスメイトの電源を入れ、コンパニオンを起動します。
2. ［転送］メニューから［テキストメモ］を選択します。SDカード内のテキストメモファイルにフォーカスを合わせます。［コンピュータを参照］ボタンでバックアップの保存先をコンピュータ上に設定します。［バックアップボタン］を押して、バックアップを実行します。
11. 録音メモ、声のしおり、テキストメモ、音声メモの削除
VRストリームでは、録音メモと声のしおりをコンピュータとSDカードから削除できます。クラスメイトではテキストメモと音声メモをコンピュータとSDカードから削除できます。
VRストリーム
1. ［変換］メニューから、［録音メモを変換］または、［声のしおりを変換］を選択します。
2. ［録音メモカード上］または、［声のしおりカード上］の中のデータリストから、削除したいファイルを選択して、削除ボタンを押すと、情報ウィンドウが出て削除確認のメッセージが表示されます。
3. ［はい］を押すと作業が開始されます。作業が終了すると、削除が成功したというメッセージが表示されます。
クラスメイト
音声メモの削除
1. ［変換］メニューから、［録音メモを変換］を選択します。
2. ［録音メモカード上］または、［声のしおりカード上］の中のデータリストから、削除したいファイルを選択して、削除ボタンを押すと。、情報ウィンドウが出て削除確認のメッセージが表示されます。
3.  ［はい］を押すと作業が開始されます。作業が終了すると、削除が成功したというメッセージが表示されます。
テキストメモの削除
1. ［転送］メニューから［テキストメモ］を選択します。
2. ［声のしおりカード上］の中のデータリストから、削除したいファイルを選択して、［削除］ボタンを押すと、情報ウィンドウが出て削除確認のメッセージが表示されます。
3.  ［はい］を押すと作業が開始されます。作業が終了すると、削除が成功したというメッセージが表示されます。
12. プレイリストを作成する（VRストリームのみ）
プレイリストを作成して、音楽データの本棚にある好きな音楽をひとつのリストにまとめることができます。
1. ［転送］メニューから、［ミュージック］を選択します。
2. ［ミュージック　カード上］のデータリストから、プレイリストに入れたいアルバムや曲を選択します。全て選択後［プレイリストを作成］ボタンを押します。
3. 「プレイリスト名を入力してください」という画面が表示されますので、エディットボックスにプレイリスト名を入力し、［OK］ボタンを押します。
4. 作成したプレイリストは、VRストリームの「音楽データ」の本棚に保存されます。
13. 音楽プレイリストに追加する（VRストリームのみ）
ミュージックでは、既存のプレイリストに、音楽データを上書きしたり追加したりすることができます。
1. Altキーと左右矢印キーを使用して［転送］メニューへ移動し、上下矢印キーで［ミュージック］を選択します。
2. ［ミュージック　カード上］の中のデータリストから、上下矢印キーで上書きまたは追加したいフォルダまたはファイルを選択し、Spaceキーを押して名前の左のチェックボックスにチェックを入れます。
3.  ［プレイリストを作成］ボタンを押します。「プレイリスト名を入力してください:」という画面が表示されますので、エディットボックスに上書きまたは追加したい既存のプレイリスト名を入力し、［OK］ボタンを押します。
4. 「プレイリストの上書きまたは追加を行いますか？」という画面が表示されますので、上書きする場合は［上書き］ボタンを、追加する場合［追加］ボタンを押します。
5. 作成したプレイリストは、VRストリームの「音楽データ」の本棚に保存されます。
14. SDカードにラベルを付ける（VRストリームのみ）
SDカードに墨字や点字で書かれたラベルを直接貼り付けることは出来ません。ストリームに挿入した際にストリームの故障を招く可能性があるからです。SDカードをそれぞれ判別するために、ストリームには音声ラベルの機能が用意されています。ラベルはVRLabel.txtという名前のテキストファイルとしてSDカード内のルートフォルダに保存されます。SDカードをストリームに挿入したときに音声ラベルを読み上げます。
1. コンパニオンの［ツール］メニューから［SDカードのラベルを作成］を選択します。
2. ［Stream　SDカードのラベルを作成］という画面が表示されますので、音声ラベルをアルファベット半角50文字以内入力してください。
15. SDカードのバックアップ・復元
コンピュータ上のフォルダを一つ割り当てて、SDカードの中身をバックアップしたり、バックアップしたデータを復元することができます。
1. コンパニオンの［ツール］メニューから［SDカードをバックアップ］または［SDカードを復元］を選択します。
2. ［SDカードのバックアップ］または［SDカードを復元］ウィンドウから［コンピュータを参照］ボタンを押してSDカードに保存されているデータをバックアップするコンピュータ上の先のフォルダを、もしくは復元したいデータが保存されているコンピュータ上のフォルダーを指定します。
データが転送される先に元々あったデータは自動的に消去されますので、注意して下さい。
16. CDからの転送
1. ［その他の本］［ミュージック］［Podcast］ ［テキストファイル］転送ウィンドウで、コンピュータ内のパスではなくCDドライブを指定すると、CD内のコンテンツが表示されます。
2. 転送したいコンテンツを選択し［選択項目を転送/削除］ボタンを押すと、SDカード内のフォルダにCDの内容コンテンツが転送されます。
コンパニオンは一般に販売流通している音楽CDからファイルを取り出して転送することは出来ません。これらのCDをコピーする場合には、そのためのソフトウェアを使用する必要があります。このように音楽CDの中身をファイルとしてコピーすることをリッピングと呼びます。コンパニオンには音楽CDリッピング機能はありません。
17. コンパニオンを使用してVRストリームを最新の状態に更新する
［ヘルプ］メニューの中に［ストリーム更新確認］メニューがあります。これは新機能として追加されたもので、ストリームのソフトウェアが最新であるかどうかを調べます。
1. ストリームをコンピュータに接続するか、もしくはストリームのSDカードをコンピュータのSDカードスロットに挿入します。
2. コンパニオンを起動して［ヘルプ］メニューから［ストリーム更新確認］いうメニュを選択します。現在のストリームのバージョンを表示するダイアログが現れます。
3. もし、ストリームのバージョンが最新でなければ、［言語の変更］で、「Japanese
」を選択し、［最新バージョンのインストール］ボタンを押します。ダウンロードが始まり、最新のソフトウェアがストリームのSDカードに転送されます。
4. 終了したらSDカードを再びストリームに挿入し、電源をオンにします。これで、最新バージョンへの更新は完了です。
注：　現在のストリームのバージョン3.3あるいはそれ以前のバージョンでは、コンパニオンはバージョンを不明と表示します。しかし、ヒューマンウェアが時期ストリームバージョンをリリースした後からはコンパニオンのストリームアップデイト機能は支障なくお使いいただけるようになります。
18. コンパニオンを終了する
［ファイル］メニューから、［終了］を選択して、コンパニオンを終了すると、ウィンドウズのハードウェアの安全な取り外し画面が現れます。ストリームはハードウェアのリストの中で、「USB大容量記憶デバイス」と表示されています。複数のハードウェアがコンピュータに接続されている状態では、上下矢印キーでこれにフォーカスが当たるようにします。Tabキーで移動して、［停止］ボタンを押します。ウィンドウズはカードリーダーデバイスを停止し、停止した後SDカードは安全に取り出すことができます。［OK］を選択してデバイスの停止を確定します。すると、デバイスを安全に取り外せるというメッセージが表示されます。
コンパニオンを終了した後SDカードを取り出さない場合には、この操作を行わずに安全なデバイスの取り外し画面を終了してもかまいません。
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